
どんな活動をしていますか?
　小学生の登下校時に、横断
歩道で見守り活動を10年近く
続けています。これまで登校日
は欠かさず、雨や雪の日も公民
館近くの横断歩道に立ち、旗
を持ってこどもたちが安全に登
校できるよう見守っています。
　活動当初は手探りでしたが、
できることからしようと、まずは
こどもたちが驚かないよう、何
気ない自然な言葉をかけること
を心がけました。新聞やテレビ
などで良いなと思った言葉を参
考にしながら、「自転車に乗る
ときは左側通行で、ヘルメット
をかぶってね」「車に乗るときは
シートベルトをしめてね」など、
上から目線にならないことを注
意しつつ、短い時間で大切なこ
とを伝えています。

活動を始めたきっかけは?
　孫が小学校に入学したこと
をきっかけに、2016年の4月か
ら今の活動を始めました。

　孫だけでなく、地域のこども
たちが安全に学校に通えるよう
にとの思いがあります。命は一
つしかありませんから、こども
たちにはその命を大事にしてほ
しいんです。その思いが強いか
らこそ、今も活動を続けている
んだと思います。

活動への思いは?
　こどもたちが学校から元気に
帰ってくると、ほっとします。そ
れが一番のやりがいです。こど
もたちのにこにこした笑顔や元
気な様子を見ていると、私も幸
せな気持ちになり、続けてきて
本当に良かったと思います。

旦那様（浅野郁郎さん）も途中
から活動を手伝うようになりま
したね。
郁郎さん　私自身は元々、岐阜
南地区交通安全協会での活動
をしていました。妻が小学生の
見守り活動を始めた当初は、
大変なことを始めたなと思いま

したが、楽しんでいる姿を見る
と続けてきて良かったんだなと
感じます。妻はこの活動を生き
がいにしています。だから元気
をもらえているんでしょうね。

支援を始めたいと思っている方
に一言お願いします。
　自主的に取り組む活動です
ので、見返りを考えないことが
大事だと思います。やってみた
いという素直な気持ちを持って
ください。こどもから自然に「あ
りがとう」と言われるとうれしい
ですから。

●この支援に関わりたい！

●支援のカタチ
駄菓子屋の運営および福祉施設などでの出張販売、
駄菓子屋での学習支援、こども食堂

佐野真優さん  TEL:070-8989-5505問い合わせ

主な活動場所 本巣市三橋鶴舞25

どんな活動をしていますか?
　近くで焼肉店を営む従兄弟
のサポートを受けながら、2022
年8月から駄菓子屋「つきの家」
を営んでいます。名前は私の愛
犬からとりました。
　普通の駄菓子屋と違うのは、
地域の支援で成り立っている
点です。焼肉店のお客さんや
地域の方々に1口千円の「つき
チケット」を購入していただき、
こどもたちは、そのチケットで1
人1日200円までお菓子を買う
ことができます。
　チケットには支援者のニック
ネームが書かれており、こども
たちは毎回、お礼の手紙を書き
ます。「今日は運動会で楽しかっ
たです」などと近況を書く子も
いて、ちょっとしたコミュニケー
ションツールになっています。

活動を始めたきっかけは?
　もともと近くで学習塾を開い
ていましたが、移転を兼ねて古
民家を購入しました。駄菓子

屋をやってみたいという従兄弟
の長年の思いと、コロナ禍でこ
どもたちの楽しみが減っている
現状を何とかしたいという思い
が重なり、古民家の一角を改
装して地域の人が集える駄菓
子屋を開くことになりました。

活動への思いは?
　初めの頃は、寄付してくださっ
た方に「何も返せていないので
は」と焦り、こどもたちに丁寧な
手紙を書いてもらうことに一生
懸命になりすぎていました。で
も今は、支援者のみなさまは手
紙よりも、この場所が続くこと
を願って寄付してくださっている
のではないかと感じています。
　雑な手紙を書いて私に注意
された子が、中学卒業後にアル
バイト代から寄付してくれたり、
店番を手伝ってくれたりします。
ここで地域の方の優しさに触
れ、「困っている人の力になり
たい」と思えるようになってくれ
たら花丸だと思って、これから

も続けていきたいですね。

こどもたちに向けた、
この他の活動は?
　駄菓子屋の奥を自習室とし
て開放しています。
　介護の必要な私の母が自習
室の近くの部屋にいることがあ
り、母は同じことを何度も話し
たり、聞いたりしますが、こども
たちはすぐに慣れ、自然に接し
ています。
　いろんな人がいて、できない
ことは助け合えば良いというこ
とを感じ、その経験をこどもた
ちそれぞれの未来につなげて
ほしいです。

支援を始めたいと思っている方
に一言お願いします。
　“支援”と硬く考えずに、みん
なの笑顔や喜ぶ顔を見て自分
も元気になれることが大切だと
思います。あまり“支援”と気負
いすぎず、関わってもらえたらう
れしいです。

●この支援に関わりたい！

●支援のカタチ
小学校の登下校見守り

各小学校・地域支援団体等にご相談ください。問い合わせ

主な活動場所 各地域の小学校周辺
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#元ヤングケアラー #元塾講師 登下校見守り#孫育て世代 #セカンドライフ
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●この支援に関わりたい！

●支援のカタチ
古民家を活用したこども食堂

InstagramDM　@niko.peko.guuu問い合わせ

主な活動場所 山県市岩佐250-2

●この支援に関わりたい！

●支援のカタチ
小中高生を対象に、大学生や元教員らによるマンツーマンの学習指導
「てらこや無償塾」を実施。こども食堂や食料品配布、相談事業、
てらこや無償塾の卒業生への奨学金給付なども行う。

TEL.070-5330-1192問い合わせ主な活動場所 岐阜市神田町6-24円徳寺

岐阜キッズな（絆）支援室#学生ボランティア #学習支援こども食堂×にこぺこぐう #保育士 #他県出身
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ボランティアスタッフの皆さん

どんな活動をしていますか?
　岐阜キッズな（絆）支援室は、
元教員の若岡代表らが2012
年に始めたもので、毎週土曜
日に「てらこや無償塾」をお寺
で開いています。ひとり親家
庭や生活保護世帯などの小中
高生30人ほどが来て、支援ボ
ランティアが基本的にマン
ツーマンで勉強を見ています。

田中さんが活動を始めたきっか
けは?
　私は2025年11月から携わっ
ています。私もひとり親家庭で、
中学生のときには地元・名古
屋の無償塾にお世話になりま
した。
　公共施設で偶然、岐阜キッ
ズな（絆）支援室のチラシを見
かけ、場所は異なりますが、中
学時代の恩返しをしたいと
思って学習支援ボランティア
を始めました。
　平日は中学生向けの塾でア
ルバイトをしていて、そこでの

ノウハウも生かせています。
「わかりやすい」と反応しても
らえると「少しは役に立ててい
るのかな」と、うれしい気持ち
になります。

こどもたちへの思いは?
　大人になったとき、この支援
室に限らず、どんな形でも構
わないので、こういった場を支
える立場になってもらえたらと
思います。「あのときボラン
ティアが支えてくれた」という
思いを力にしてほしいです。
　私はこどもの頃、「ひとり親
だからかわいそう」と思われる
ことが嫌で、そのことに触れな
いようにしてきました。そう思
われることは今後もあるかもし
れませんが、強みにしていけば
良いと思っています。
　無償塾にお世話になり、そ
こから興味が広がってボラン
ティアに参加し、若岡代表のよ
うなパワーあふれる方に出会う
こともできました。こどもたち

から笑顔やぬくもりをたくさん
もらっています。こうした経験
は、この環境だからこそ得られ
た大きな強みです。

支援を始めたいと思っている方
に一言お願いします。
　学習支援ボランティアの場
合、自分が学んできた知識で
人の役に立てるというやりが
いがありますし、自分のために
もなります。相手に説明する
力、何につまずいているのかを
考える力など、コミュニケー
ション能力が自然と強化され
ていくと思います。
　私はすでに塾の指導にも生
かせています。将来は研究職
に就きたいため、わかりやすく
説明する能力は、その仕事でも
生きると思います。大学院卒
業まで、参加できるときは、力
になりたいですね。

どんな活動をしていますか?
　2022年から山県市の古民家
で、第1・3水曜日の午後4時～
午後8時にこども食堂「にこぺ
こぐう」を開いています。オー
プンの日は予想を超えて、100
人を超える人たちが来てくれま
した。
　こどもからお年寄りまで参加
でき、地域の食材を使った昔な
がらの料理を提供しています。
こども食堂をきっかけに、野菜
好きになるこどもが増えたり、
こどもたち自ら食事を運んだ
り、野菜を洗ったりとお手伝い
をしてくれ、自然と気配りので
きる子に成長していると感じま
す。
　今ではアートバルーンや、マ
ンドリン演奏など、ちょっとした
催し物もしています。

活動を始めたきっかけは?
　コロナ禍で人との交流が制
限され、こどもが家の中だけで
過ごさなければいけない状況

になったとき、そんな生活は無
理だと思いました。そこで、コ
ロナ禍が収まったら、みんなで
元気に集まれる場をつくろうと
決めました。
　当初は自宅で料理を振る舞っ
ていたのですが、集まる人数が
増え、活動の幅を広げようとし
ていたときに、大きな古民家を
紹介してもらいました。地域の
大工の方に古民家を修繕して
もらい、地元の人たちから家財
や食器を寄付してもらうなどし
て助けてもらいました。山県市
からも活動を応援してもらい、
補助金で必要な物をそろえるこ
とができました。地域の人たち
の多くの協力があったおかげ
で、こども食堂を開くことがで
きました。

活動への思いは?
　大人とこどもの楽しい交流
が生まれる場にしたいです。親
子で一緒に来てほしいし、年配
の方には活動に力を貸してもら

いたい。私は元々、静岡県出
身で、結婚を機に山県市に移
住しました。3人の子宝にも恵
まれましたが、顔見知りのいな
い環境での子育ては不安でし
た。そんな中、地域の方々が親
身になって協力してくれたので
す。山県の人たちの温かさを感
じましたし、こどもたちは地域
に育ててもらったと思っていま
す。
　また、将来的には現在の活
動を仕事として成り立たせ、運
営をより良くしたいとも思って
います。
　活動から3年で多くの人が見
学にも来てくれるようになりま
した。興味のある人には、まず
はこの場の雰囲気を体験して
ほしいですね。ここに来れば、
自分がやりたいことも分かるの
ではないかと思います。
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